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地域ケアにおけるシステム化検討
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◆介護
◆屋内屋外シーム
レス測位
◆自律型モビリティ

◆ヘルスケア・
予防

重度な要介護状態となっても住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人
生の最後まで続けることができるよう、住まい・医療・介護・予防・生活
支援が一体的に提供される地域包括ケアシステムの構築を目指す。

http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo/kaigo_koureisha/chiiki‐houkatsu/

◆ICT地域
医療



ICT地域医療におけるバリューチェーン
 地域の医療機関等の間で、患者の情報をICTを活用して共有するネットワークを構築
し、医療サービスの質向上や効率的な医療の提供を目指す

①データ取得
環境の整備

②医療関係
者等とのデータ
共有

地域包括ケアの
充実

③医療・サービ
スの提供

④検証

●データのデジタル化、標準化
●医療のデジタル基盤
●個人情報取得ルールの整備
●情報セキュリティ技術

●ネットワーク構築
●データのデジタル化、標準化
●医療のデジタル基盤

●ネットワーク普及

●地域医療連携の効果の検証
（評価指標による客観的評価な
ど）
●ネットワーク、システムの普及促
進（水平展開）
●サービスの質の向上と効率化 3



ICT地域医療におけるバリューチェーン
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①データ取得環境の整備 ②医療関係者等とのデータ
共有 ③医療・サービスの提供 ④検証

【健・医戦略室】医療ICT基盤構築（次世代医療ICT基盤協議会）

【総務】適切な地域医療・介護の提供、健康増進等を通じた健康長寿境の実現【医療情報連携のネットワークの全国展開】 *

【厚労】医療情報化の推進に向けた技術設計・技術検証

【厚労】国保・後期高齢者ヘルスサポート事業

【厚労】介護・医療関連情報の「見える化」の促進事業

・標準規格の普及
・ネットワークの普及・展開
・相互運用性と持続可能性の検証

・国保ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽｼｽﾃﾑ活用によ
るﾚｾﾌﾟﾄ・健診情報等の分析
（医療、健診、介護ﾃﾞｰﾀ）

・保健事業を行う市町村国
保等への支援

・保健事業の検証

・介護・医療関連情報共有
（介護保険総合ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ機
能強化等）
・情報提供手法構築

・新たな指標の開発
・情報発信内容の質向上 等

・低廉・安全な標準ｼｽﾃﾑ検証
・情報共有・連携のための技術
要件等の検証 ・医療・介
護・健康分野のﾃﾞｼﾞﾀﾙ化

・医療・介護等分野の提供者間
のﾈｯﾄﾜｰｸ化、ﾃﾞｰﾀの相互運用性、
ﾋﾞｯｸﾞﾃﾞｰﾀ解析
・ｼｽﾃﾑｸﾗｳﾄﾞ化、ﾓﾊﾞｲﾙ端末利用

・費用対効果の高いｼｽﾃﾑ導入
・標準ﾓﾃﾞﾙ確立
・在宅医療、介護ｸﾗｳﾄﾞ標準化ﾓ
ﾃﾞﾙ確立

・医療・介護・健康分野のﾃﾞｼﾞ
ﾀﾙ基盤の構築
・環境整備（規制等）

・ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃﾞｰﾀ収集
・ﾋﾞｯｸﾞﾃﾞｰﾀ解析

・効率的・高品質な医療実現
・臨床研究・治験、コホート
研究の加速 等

・情報システム効果の検証と
段階的改良による普及

・医療、介護情報連携基盤の全
国展開（在宅医療・介護を含む
ﾓﾃﾞﾙ実証）

：健・医室：厚労 ：総務

・既存ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽの活用
・ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽの統合
・環境整備

*「世界最先端IT国家創造宣言（平成26年6月24日）」より内閣府が記載



介護におけるバリューチェーン
 超高齢社会を迎えても、できるだけ自立した生活を送ることができる高齢者の割合を
増やすとともに、家族だけでなく、個々人の状況に合わせたさまざまな健康･生活支援
サービスの提供を充実化し、多職種の連携による介護従事者の負担軽減と離職者
数の半減をめざす。

①データ取得
環境の整備

②医療・介護
関係者等との
データ共有

地域包括ケアの
充実

③介護・サービ
ス提供

④検証

●情報セキュリティ技術
●個人情報取得ルー
ルの整備

●ビッグデータ解析技術
●個人情報流通プラット
フォームの構築・運用

●個々人の健康・自律のた
めの意識醸成のサービス
●多職種の連携による個
別支援（介護従事者の負
担軽減）
（●サービスインフラとしての
海外輸出）

●認知症予防
（例：ニューロフィー
ドバックによる認知症
予防脳トレの開発） 5



介護におけるバリューチェーン
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①データ取得環境の整備 ②医療・介護関係者等との
データ共有 ③介護・サービス提供 ④検証

【健・医戦略室】医療ICT基盤構築（次世代医療ICT基盤協議会）

【総務】適切な地域医療・介護の提供、健康増進等を通じた健康長寿境の実現【高齢者・障がい者向けサービス】【国民の健康増進・健康管理に有
効な方策の確立】【医療情報連携のネットワークの全国展開】 *

【厚労】国保・後期高齢者ヘルスサポート事業

【厚労】介護・医療関連情報の「見える化」の促進事業

・国保ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽｼｽﾃﾑ活用によ
るﾚｾﾌﾟﾄ・健診情報等の分析
（医療、健診、介護ﾃﾞｰﾀ）

・保健事業を行う市町村国
保等への支援

・保健事業の検証

・介護・医療関連情報共有
（介護保険総合ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ機
能強化等）
・情報提供手法構築

・新たな指標の開発
・情報発信内容の質向上 等

・低廉・安全な標準ｼｽﾃﾑ検証
・情報共有・連携のための技術
要件等の検証
・医療介護健康分野現場のﾃﾞｼﾞ
ﾀﾙ化（ﾘｱﾙﾀｲﾑのﾊﾞｲﾀﾙﾃﾞｰﾀ等）
・ｳｴｱﾗﾌﾞﾙｾﾝｻｰ、非接触ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ

・医療・介護等分野の提供者間
のﾈｯﾄﾜｰｸ化、情報共有・連携
・ﾋﾞｯｸﾞﾃﾞｰﾀ解析
・各種ﾃﾞｰﾀの相互運用の可搬性
・医療介護情報ﾘｱﾙﾀｲﾑのﾊﾞｲﾀﾙ
ﾃﾞｰﾀ等の解析
・ｼｽﾃﾑｸﾗｳﾄﾞ化、ﾓﾊﾞｲﾙ端末利用

・費用対効果の高いｼｽﾃﾑ導入
・標準ﾓﾃﾞﾙ確立
・高齢者・障がい者に配慮した
通信・放送サービス等
・未病,重症化予防,退院後の早
期の家庭復帰・社会復帰支援

・医療・介護・健康分野のﾃﾞｼﾞ
ﾀﾙ基盤の構築
・環境整備（規制等）

・ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃﾞｰﾀ収集
・ﾋﾞｯｸﾞﾃﾞｰﾀ解析

・効率的・高品質な医療実現
・臨床研究・治験、コホート
研究の加速 等

・医療、介護情報連携基盤の全
国展開（在宅医療・介護を含む
ﾓﾃﾞﾙ実証）

・情報システム効果の検証と
段階的改良による普及

：健・医室：厚労 ：総務

・既存ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽの活用
・ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽの統合
・環境整備

*「世界最先端IT国家創造宣言（平成26年6月24日）」より内閣府が記載
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①データ取得
環境整備

②医療関係
者等とのデータ
共有・可視化

③予防のため
のサービス提供

④検証

●健診・検診データの収集
●センシングによるデータ収集
●インボディデバイス技術
●低消費電力化技術
●個人情報取得ルールの整備

●情報セキュリティ技術
●ビッグデータ解析技術
●個人情報流通プラット
フォームの構築・運用

●医療・介護関係者、
家族からの支援
●ロボット技術

●適用領域の拡大
●他国に先駆けたサービス
実現
●海外へのパッケージ輸出

ヘルスケア・予防におけるバリューチェーン
 国保・健保等の保険者、医療関係者等が主体となって、データ蓄積・可視化とビッグ
データ解析・価値化システムを構築し、多職種連携による予防、健康長寿の向上を
めざす。

地域包括ケアの
充実



【経産】健康寿命延伸産業創出推進事業 *

ヘルスケア・予防におけるバリューチェーン
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①データ取得環境整備 ②医療関係者等とのデータ
共有・可視化

③予防のためのサービス
提供 ④検証

【健・医戦略室】医療ICT基盤構築（次世代医療ICT基盤協議会）

【厚労】国保・後期高齢者ヘルスサポート事業
・国保ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽｼｽﾃﾑ活用によ
るﾚｾﾌﾟﾄ・健診情報等の分析
（医療、健診、介護ﾃﾞｰﾀ）

・保健事業を行う市町村国
保等への支援

・保健事業の検証

・医療・介護・健康分野のﾃﾞｼﾞ
ﾀﾙ基盤の構築
・環境整備（規制等）

・ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃﾞｰﾀ収集
・ﾋﾞｯｸﾞﾃﾞｰﾀ解析

・効率的・高品質な医療実現
・臨床研究・治験、コホート
研究の加速 等

【厚労】自治体や企業などが連携した健康づくりに関するモデル的な取組
の推進

・企業開発のIT活用により健康
ﾃﾞｰﾀﾁｪｯｸ（生活習慣病の予防）
・利便性を生かした住民へのｱ
ﾌﾟﾛｰﾁ

【総務】適切な地域医療・介護の提供、健康増進等を通じた健康長寿境の実現【ロボット技術等の実証・実用化】【国民の健康増進・健康管理に有
効な方策の確立】【医療情報連携のネットワークの全国展開】 *

・低廉・安全な標準ｼｽﾃﾑ検証
・情報共有・連携のための技術
要件等の検証
・医療介護健康分野現場のﾃﾞｼﾞ
ﾀﾙ化（ﾘｱﾙﾀｲﾑのﾊﾞｲﾀﾙﾃﾞｰﾀ等）
・ｳｴｱﾗﾌﾞﾙｾﾝｻｰ、非接触ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ

・医療・介護等分野の提供者間
のﾈｯﾄﾜｰｸ化、情報共有・連携
・健康情報とﾚｾﾌﾟﾄﾃﾞｰﾀ等を組
み合わせたﾋﾞｯｸﾞﾃﾞｰﾀ解析
・各種ﾃﾞｰﾀの相互運用性の確保

・費用対効果の高いｼｽﾃﾑ導入
・標準ﾓﾃﾞﾙ確立
・ｾﾝｻｰ技術、ﾛﾎﾞｯﾄ技術活用
・健康増進モデル実証
・ICT健康ﾓﾃﾞﾙ(予防)の確立

・従業員の健康状態の把握
・適切な予防ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑへの参加
・健康ｻｰﾋﾞｽ産業の成長

・健診、ﾚｾﾌﾟﾄ情報の分析

・健康ﾓﾃﾞﾙ大規模社会実装
・民間事業者によるﾃﾞｰﾀ活用モ
デル実証

：健・医室：厚労 ：総務 ：経産

・既存ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽの活用
・ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽの統合
・環境整備

*「世界最先端IT国家創造宣言（平成26年6月24日）」より内閣府が記載
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①シームレスな
地図情報シス
テム構築

②高齢者や
障がい者への
自律移動
・行動支援

③より広範囲
な自律生活の
支援

④検証

●屋内屋外シームレス測
位技術
●私有地（地下街等）
のデータ取得のためのしく
みづくり

●自動車いすやサービス
ロボット（公共施設内で
の案内・移送・巡回監
視）の開発と環境整備

●BMIによる本人意思の反映
●災害時の避難誘導、正常
確認
（●オリパラ会場での演出、
海外へのアピールと輸出商材
化）

自律型モビリティ・屋内屋外シームレス測位におけるバリューチェーン

 屋内屋外がシームレスにつながる地図情報システムやロボット技術の活用により、高齢
者や障がい者の方々に対する自律移動や行動の支援をすすめ、社会活動への参画
を促すことで、誰もが活力あるくらしをおくることができる社会をめざす。

地域包括ケアの
充実
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①シームレスな
地図情報シス
テム構築

②高齢者や
障がい者への
自律移動
・行動支援

③より広範囲
な自律生活の
支援

④検証

●屋内屋外シームレス測
位技術
●私有地（地下街等）
のデータ取得のためのしく
みづくり

●自動車いすやサービス
ロボット（公共施設内で
の案内・移送・巡回監
視）の開発と環境整備

自律型モビリティ・屋内屋外シームレス測位におけるバリューチェーン

 屋内屋外がシームレスにつながる地図情報システムやロボット技術の活用により、高齢
者や障がい者の方々に対する自律移動や行動の支援をすすめ、社会活動への参画
を促すことで、誰もが活力あるくらしをおくることができる社会をめざす。

地域包括ケアの
充実

●BMIによる本人意思の反映
●災害時の避難誘導、正常
確認
（●オリパラ会場での演出、
海外へのアピールと輸出商材
化）

国交省 各事業
総務省 各事業


